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 あいち多文化共生推進プラン（現行）の概要について 
 

  

３ 体 系 １ 趣 旨 

 

多  文 化 共  生
の 意 識 づ く り

      地域社会に対する

    意識啓発の推進

      コミュニケーション
      支  援  の  充  実

 

       生活支援の充実

     人権意識の高揚

1. 多文化共生の意識づくりに向けた啓発イベントの実施
3. 多文化共生の情報を集約したウェブサイトの構築
4. 「外国人県民あいち会議」の周知
5. 外国人労働者の適正雇用を進める憲章の普及

行動目標 施策の基本方向 主な施策の展開

19. 日本語学習機会の提供の充実
20. 日本語ボランティアの養成
22～28. 多言語による情報提供の充実
11,29～31. 外国人県民に対する相談体制の充実

32～36. 公立小中学校における外国人児童生徒への

　　　　　 教育支援の充実
38. 県立高等学校における外国人生徒への教育支援
40. 外国人の子どもに対する就学に向けた取組の推進
43. 「日本語学習支援基金」の創設・活用
5.  外国人労働者の適正雇用を進める憲章の普及（再掲）
45. 外国人県民を対象にした職業訓練の取組の推進
48～50. 外国語による共同生活に関する情報などの

　　　　　提供の充実
51. 民間賃貸住宅への円滑な入居支援
55. 外国人県民に対する防災知識の普及・啓発
57. 災害時専門ボランティアの活動支援
60. 地域安全対策の推進
61. 交通安全対策の推進
63. 留学生の地域定着への支援

 8. 人権尊重と施策への反映

 9. 人権啓発資料の作成
10. 多文化共生教育を通じた人権教育の推進
11. ドメスティック･バイオレンス（DV）などへの対策の推進

      地 域 社 会 への
      参    加    促  進

12. 顕彰制度の創設
13. 社会活動への参加促進
16. 防犯パトロールなどの推進
18. 「外国人県民あいち会議」の機能強化

Ⅰ

誰  も  が 参 加
できる地域づくり

Ⅱ

 外国人県民も
 暮ら しやすい
地 域 づ く り

Ⅲ

多文化共生社会の形成による豊かで活力ある地域づくり基 本 目 標

ⅰ

ⅱ

ⅲ

ⅳ

ⅴ

  少子化に伴う若年労働者の減少やグローバル化の進展により、今後も外国人の増加が予

想されている。一方、在住外国人の中には、永住資格や日本国籍を取得する者も増加して

いる。更には、日本で生まれ育ち仕事に就く外国人も増えている。 

 

外国人県民の増加と定住化が進む中で、誰にとっても暮らしやすい多文化共生の県づく

りが求められている。このため、日本人と外国人が多様な価値観を認め合いながら、ともに学

び、ともに働き、ともに安心して暮らせる多文化共生社会をめざし、施策を計画的かつ総合

的に展開するため策定した。 

<参考>「多文化共生社会」とは 

国籍や民族などのちがいにかかわらず、すべての県民が互いの文化的背景や考え

方などを理解し、ともに安心して暮らせ活躍できる地域社会 

２ 概 要 

 ① 位置付け 

多文化共生社会づくりに関する本県の基本的な考え方や役割を明確にし、本県と公益

財団法人愛知県国際交流協会が実施する推進施策を具体的かつ体系的に掲げる中期

行動計画である。また、平成２０年３月に策定された「あいちグローバルプラン」と一体となっ

て、本県の国際化の推進に資するものである。 

② 計画期間 

２００８（平成２０）年度～２０１２（平成２４）年度までの５年間 

③ 多文化共生に関する基本的な考え方（多文化共生推進の意義） 

• 県民の人権保障 • 安全で安心なまちづくりの推進 

• 地域の活性化 • ユニバーサルデザインのまちづくりの推進 

• 県民の異文化理解力の向上  

④ プランの目標等 

基本目標 行動目標 施策の基本方向 

多文化共生社

会の形成によ

る豊で活力あ

る地域づくり 

多文化共生の意識づく

り 

地域社会に対する意識啓発の推進 

人権意識の高揚 

誰もが参加できる地域

づくり 

地域社会への参加促進 

外国人県民も暮らしや

すい地域づくり 

コミュニケーション支援の充実 

生活支援の充実 


